


2023年度開講科目 介護社会福祉科介護・社会福祉士コース

系列 教 科 名
単位数 担当者

必條 選択
人間の尊厳と日立 30 rp品

人 社会福祉援助技術演羽(I) 30 辻
問 社会福祉施設紐 ‘団論 60 番匠谷
と 社会学 30 山n
社 社会保降論 30 木戸

社
家

介
雙
護

古概福稲
祉

祉
論

論潤(I) 元の西礎
30 尼蹄
30 品ー原
60 能田

介謹概綸(TI) 30 太F ・ 川村・中岡・矢野
社会禍祉概論 60 野村
老人福祉諭(I ) 30 中島
老人福祉綸(IT) 30 辻
隣出者福祉綸 60 茅原
社会福祉援助技術論( I) 30 JI I 井
社会福祉援助技術論(ll) 30 辻
生活支援技術(I) 30 川口
生新支援技術([J) 60 村上
／k汗支援技術(Ill) 30 村上
生活支援技術(IV) 30 麻生
生汗支援技術(V) 30 児玉
生活支援技術(VI) 30 麻生

護 生活支援技術(VIl) 30 麻生
生活支援技術(vm) 30 辻
生活支援技術(IX) 30 昂野
介護過程(J) 60 野村
介護過程(11) 60 野村
介護過程 (m) 30 野村

辻

介謹総合浪習(l) 60 村上
野村

介渡総合演習(II) 30 野村
介護総合演料 (ill) 30 野村

辻
しこ 発達と老化の珂解 30 麻生
くこ 心埋学 30 麻生
みろ 認知症の理解 (I) 30 麻生

と 認知症の珊解(l l) 30 石本
隣害の理解(I) 30 屈野ら 障吉の理解 (u) 30 北）IIだ 医学一般(T) 60 能 m

0) 

医学般(u) 60 詣田
法学 30 山口
社会福 祉行政袷 30 木戸
公的扶助論 30 道中
児滋福祉綸 30 尾綺
地域福祉諭 30 木戸
社会福祉援助技術論 (ill) 30 辻

の 社会福祉援助技術論(W) 30 )も綺
他 社会福祉援助技術演背(II) 30 辻
＾ 社会福祉援助技術演習 (m) 90 中島専
門 福祉吝務所運咲論 30 道中
科 保健体科・レクリエー沿ン(I) 30 相奈良
H 保健体酋・レクリエーション(II) 30 相奈良

シ 権利擁護を支える法制度 30 川井
経済学 30 茅原
刑布dl法と福祉 30 番匠谷
保健医悦と福祉 30 川井
社会福 祉現場実習指導(I) 30 辻
社会福祉現場実料指導(II) 60 辻

医療的 医療的ケア(T) 60 石本
ケア 医療的ケア(]]) 30 北川・石本

介護実や／（I) 288 
実 介謹実習(n) 168 
羽 社会福祉視場実やI ( 1 )  40 

社会福祉現場実習(n) L44 

※0は 1 コマで15同授業 ※△▽は合わせて 15回授業
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※◎は2コマで30同授業 ※＊は「実務経験のある教貝による授業科日」の指定科目
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授業科目名 生活支扱技術(Vlll) 講師名 辻 友紀

実施年次
時間数 30 時間

／時期

概要

家庭経営や家趾生活とは何かを理解し、 対象者の特性に応じた、 生活支扱としての家宰の介護の方法

を学ぶ。 自立に向けた家車の介護を実践するための具体的な方法を身につける。

目標

1. 自立に向けた家亭の介護についての基木的な調理、 洗濯、 掃除等ができる。

2. 家宰の支援の必要な人の状況を理解した上で、 家宰に対するそれぞれの生活課題を探し、 個別性に

応じた家市の介護ができる。

内容

1. 自立に向けた家事の介護に関わる基礎知識

2. 調理技術の習得①

3. 調理技術の習得②

4. 調理技術の習得③

5. 洗潅技術の習得①

6. 洗濯技術の習得②

7. 裁縫技術の習得①

8. 裁縫技術の習得②

9. 裁縫技術の習得③

10 ， 掃除、 ごみ捨ての技術の習得①

11. 掃除、 ごみ捨ての技術の習得②

12. 衣類、 寝具の衛生管理技術の習得

13. 賀物、 家庭経営技術の習得

14. 意欲を引き出すための個別性を直視した家宰扱助に向けてのアセスメント、 発表

15. 後期試験

教科書 『生活支援技術 I 』最新介護福祉士葵成諧座 6 （中央法規出版）

授業の形態 諧義・演習

／方法 ／教科帯を中心とし、 必淡に応じて資料などを使用。

評価方法 竿記試験 90% 、 出席状況・授業参加度（態度など） 10％で総合的に評価する。

その他の事項

介護福祉士教育に含むべき率項 自立に向けた家手の介護
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2年次 前期



























授業科目名 障害の理解(n) 講師名 北川 香奈子
実施年次

2年次 後期 時間数 30 時間
／時期

概要
庶害のある人の医学的・心理的側而の甚礎的理解をし、暗害のある人の生汗と障害の特性に応じた支援がで

きる介護の基本視点を学ぶ。障害のある人の生活を地域で支えるためのサポート体制や、多職種連擁・協働に
よる支援体制の基礎的知識を理解する。また家族の受容段階や介護力に応じた家族への支援について考え
る。

目標
1. 形能別に障害の概要が理解できる
2．機能の変化で生活に及ぼす影昏を理解し、生活支援技術の知識を得る
3. 生活陪杏が理解でき、その人らしい生活の実現のための支援について考えることができる
4. 多職種連携・協働による支援の基礎的な知識を理解できる
5. 家族の課題について理解することができる

内容
1. �聾査別の基礎的理触と控性に応じた玄扱（知的膵害①）
2. 障宜別の基礎的理解と壁造に証じた茎穏（知的障害②）
3 .  �意皆別の基盛迫菰態と笠性に応 じた之逗（桔神陣害①）
4. 障宜別の基礎的理解と壁臨に応じた支援（精神障害②）
5. 陛害別の基盛的理蟹と特性に底じた之扱（尚次脳機能障害①）
6. 謎査別の基礎的理触と壁雄に応じた支穏（商次脳機能障害②）

7. 陸害別の基堡位理聾と特性に必じた玄扱（発達障害①）
8. 墜査別の基礎的菰触と笠性に応じた支援（発達膵害②）
9. 陸宮別の基儘的理解と特性に必じた玄扱（難病①）
10. I器賓別の基礎的蝿紐と笠性に応じた玄扱（難病②）
1 l. 連携と協働（地域のサポート体制）
12. 遮携と協働（チー ムアプロ ーチ）
13. 家族への之逗
14. まとめ
15. 修了試験

教科書 最新介護福祉七接成諧座 l4 『I盛宮の理解』（中央法規山版）

授業の形態 諧義
／方法 ／教科菩にて賭義必要時プリント配布

評価方法 笙記試験、 小テスト・レポー ト、 授業能度等総合的に評価

その他の亭項 ［実務経験のある教貝による授業科目］
介護福祉士を取得後5年以上の介護実務経験がある教貝または君護師を取得後5年以上の君護
実務がある教貝が、隙害についての講義を行う。

介護福祉士教育に含むべき車項 庶害の医学的・心蝿的側面の基礎的理解／陪宙のある人の生活と障宙の特性に
応じた支援／迪携と協働／家族への支援
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授集科目名 社会福祉援助技術輪(IV) 講師名 尾崎 慶太

実施年次
時間数 30 時間

／時期

概要 複雑化する課題に対する相談への対応や、 総合的・包括的な支援の必淡性及び具体的方法等に

かかる専門的知識を学ぶ。 地域と社会資源の関係、 ネットワ ークの形成について学ぶ。

目標
1. 社会福祉士として多様化・複雑化する課題に対応するため、 より尖践的かつ効果的なソ ーシャルワ

ークの様々な理論と方法について理解できる
2. 支援を必淡とする人との援助関係の形成やニ ー ズの掘り起こしを行うための知識と技術について

理解できる
3. 社会姿源の活用の意義を踏まえ、地域における社会資源の開発やソ ーシャルアクションについて理

解できる
4. 個別の宰例の具体的な解決策及び宰例の共通性や一般性を見出すための、宰例分析の謡義や方法に

ついて理解できる

内容

1. ソ ー シャルワ ークにおける援助関係の形成① 援助関係の意義と概念・形成方法

2. ソ ーシャルワ ークにおける援助関倍の形成② 面接・アウトリ ー チの意義、 目的、 方法、 留意点

3. ソ ーシ文）レワ ークにおける社会登堀の活且・直開整・開産① 社会資源の活用

4. ソ ーシぇルワ ー 之における杜会登態の活阻・圏整・囲登② 社会資源の調整・開発

5. ソ ーシ主Jレワ ークにおける社会登豚の話用・製斃・開坦③ ソ ーシャルアクションの揺装、 日的、

方法、 留意点

6. ネットワ ークの形成① ネットワ ー キングの意袈、 目的、 方法、 留意点

7. ネットワ ー クの形成② コ ーディネーションの意義、 目的、 方法、 留意点

8. ソ ーシざJレワ ークに関連する友諾① ネゴシェ ーションの意毅、 目的、 方法、 留意点

9. ソ ーシャルワ ークに関連する）］法② ファシリテ ーション・プレゼンテ ーションの意義、 目的、

方法、 留意点

10. カンファレンスの意義、 目的、 方法、 留意点

11. 宰倒公近の意袈、 目的 宰例研究・市例検討の意義、 目的、 方法、 留意点

12. ソ ーシ主Jレワ ークにおける塾合的かつ包括的な玄援の衷壁①

総合的かつ包括的な支援の考え方、 家族支援の実際

13. ソ ーシ主ルワ ークにおける塾合的かつ包括的な玄援の衷歴② 地域支援・災害時支援の実際

14. ふりかえり まとめ

15. 後期試験

教科書 岩崎晋也ほか監修『新MINERVS社会福祉士投成テキスト ソ ーシャルワ ークの理論と）］法

IT』ミネルヴァ害房

授業の形態 講義・グルー プワ ーク

／方法 ／教科害を中心とし、 必要に応じて資料等を使用する。

評価方法 笙記試験 80% 、 出席状況・授業参加度（態度など） 20％で総合的に評価する。

その他の事項

介護福祉士教育に含むべき亭項
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2年次 前期













授業科目名 権利擁護を支える法制度 閲師名 川井 邦浩

実施年次
2 年次 後期 時間数 30 時間

／時期

概要

現代社会では商齢や障がいにより、 自らの権利を主張し、 それを守り、適切に行使することができな

い方が多数存在する。 近年、 その方々の権利を守る必要性が拡大し、 ソ ー シャルワ ーカ ーがその役割を

担っていることから、 権利擁護を支える法制度について充分な理解が求められている。 本講では権利擁

護を支える法律の知識に加え、 権利擁護の意義や具体的活動、 意思決定支援など社会福祉士に求められ

る権利擁護活動について学ぶ。

目標

1. ソ ー シャルワ ー クと法律(H本国窓法の基本原理、 民法・行政法の理解を含む）との関わりについ
て理解できる

2. 権利擁護において必要となる成年後見制度や日常生活自立支援宰業について理解できる
3. 成年後見制度における成年後見人などの活動内容など実務について理解できる
4. 社会的排除や虐待などの権利侵宙や認知症などの日常生活上の支援が必要な者に対する権利擁護活

動の実際について理解できる

内容

1. 権利擁護に必要な法制度と日本国志法

2. 民法

3. 行政法

4. 法律の基礎

5. 権利擁護の意義と支える仕組み

6. 意思決定支援とインフォ ー ムドコンセント

7. 権利擁護にかかわる組織・団体

8. 権利抑護にかかわる専門職

9. 成年後見

1 0. 保佐

1 1. 補助

1 2. 任意後見

1 3. 成年後見制度の最近の動向

1 4. 日常生活自立支援蔀業

1 5. 前期試険

教科害

最新社会福祉士没成睛座／梢神保健福祉士蓑成諧座9『権利擁設を支える法制度』（中央法規山版）

授業の形態 講毅

／方法 ／教科巷を中心とし、 必娑に応じて資料などを使用。

評価方法 箪記試験、 授業参加度（態度など）で総合的に評価する。

その他の事項

介腰福祉士教育に含むべき事項

51 
























